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中堅食品・トイレタリー・化粧品企業の

「マーケティング革新」コンサルティング・プログラム
マーケティング・マネジメントのあり方革新

商品開発の革新

営業活動の革新

ＴＣＲ運動とコストダウン・事例研究

教育研修の実務指導

の４つの一体革新



・トップのマーケティング革新の課題を抽出

・課題を抱えている各部門課題の抽出

・課題解決方法の提示と部門の人と一緒に課題を解決実行

・関連部門との関係発見と課題の抽出

・課題の一体解決とマーケティング・マネジメントの革新を行っていきます。

企業の内部に入って、各部門のマネージャー、担当の方々と一緒になって革新していきます。

日本オリエンテーション 主席客員研究員 川上義昌

川上 義昌 元・花王株式会社食品事業部 事業部長

株式会社日本オリエンテーション主席客員研究員

花王株式会社の新規事業部門を主軸に、化粧品販売部長、食品事業部長とし

て商品開発、ブランドマーケティング、エリアマーケティングの手法開発、 チャ

ネルづくり、販売制度政策、全国販売体制確立などの指揮をとる。

特にエリアマーケティング手法は、花王市場戦略の基本となっている。

家庭品販売部門においては、支店長、販売会社専務、化粧品販売社長などを

歴任し、花王の販売体制強化、エリア流通政策、販社設立、統合、経営支援

などを矢継ぎ早に推進。今日ある磐石の花王販売網の基盤を確立した。

松本 勝英 株式会社日本オリエンテーション代表取締役

戦略担当ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ

株式会社日本オリエンテーション代表

シーメンスを経て、1970年マーケティング・コンサルティングを業務とする、

日本オリエンテーションを設立。食品、トイレタリー商品、薬品、家電商品、

ミュージシャン、出版などパッケージ商品、耐久消費財およびサービス商品

のマーケティング、新商品戦略の立案を担当。

現在、文化人類学、動物行動学、神経生理学、民族学、言語学などを統合し

た「新人間学」とマーケティング戦略との融合を追求中。

日本オリエンテーション 代表 松本 勝英



日本オリエンテーションの実践コンサルティング・「マーケティングの革新提案」

【革新提案】以下の４つの領域を、それぞれコラボレートさせる。

①商品開発・企画の実践マネジメント活動

②営業活動のあり方革新活動

③事例実務･実践指導

④ＴＣＲ運動（トータル･コスト･リダクション）の導入による原価を下げ営業利益を上げる

マーケティング･マネジメント

のあり方革新

ドメイン･カテゴリー・ブランド チャネルの育成

店頭活性化、の手法

商品開発

企画の

革新提案

営業活動

のあり方

革新提案

事例研究

教育研修

を挟む

実務指導

ＴＣＲ運動

とコスト

ダウン

店頭活性化、の手法

訪問活動の基本と革新

ＴＣＲ運動導入

全社横断的コスト

ダウン活動を展開

新製品開発・既存品

のリニューアル、

ブランド育成

事例研究と教育研修

を挟む実務指導

革新活動支援



「何をどう革新していくか」の基本的な考え方

革新

領域

商品開発、

企画の革新

営業活動

のあり方

検討対象領域 革新テーマ

① 開発５原則に沿った商品マネジメントの実践とブランドマネジメントの革新
② 新規ブランド開発のためのコンセプトづくり、調査、上市へのスピード革新
③ 商品リニューアルのあり方と既存商品の育成、効果的なプロモーションの実践
④ マーケティング・トータル・プロデュースの実践（実施3ヶ月前営業提示）、他

① 訪問活動の革新・・効率活動のための月次訪問計画の立て方と実践
② 売れる仕組みと仕掛けづくりの点検・・・商品企画と営業の連携のあり方
③ 営業拠点強化の為のエリアマーケティング手法開発
④ 店頭強化活動と営業効率化の為のラウンダー体制の検討 他

① マーケティングスペシャリスト実践研修・・基本と応用領域
事例主体の

実務研修

ＴＣＲ運動

経営幹部と一体となった活動

① マーケティングスペシャリスト実践研修・・基本と応用
② 店頭からの商品開発・強い商品に育てるには・・・メーカー事例研究と実践
③ 営業研修・・販売目標達成への構築・数字は結果・プロセス管理がポイント
④ 次期リーダー管理職養成塾・・・9講座・リーダー管理職のマネジメントの考え

方と手法の革新を目指す。討議ワークショップ方式・自分に気づき変革する

① 全社的理解と導入方法の理解・・生産、商品開発企画、営業、管理、他
②「全社的コスト削減」から始まり「全社的創造革新運動」へと展開する仕組み
③ 一般的コスト低減とコスト１／２、時間１／２アプローチの違いと経営効果

人心把握と活動成果分析による能力把握と組織再編・グループ再編、に連結

詳細はプログラムについては、お打ち合わせの上、個別プログラムをご提案します。
＜問い合わせ先＞株式会社日本オリエンテーション
webmaster@jorien.com
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